
 
 今年もまた、新型コロナウイルス感染症の影響でいろいろなことが制限され、感染予防に気をつけた活動が多

かったですね。そのような状況でも子どもたちは自分たちでできる感染対策を行い、元気に学校で過ごしていま

した。そんな子どもたちに元気をもらえた１年でした。 

この冬に第８波到来というニュースが流れ、再び感染拡大することが懸念されます。学校でも引き続き感染症

対策を徹底し、みんなが健康に過ごしていけるよう努めてまいります。寒くなり様々な感染症が流行する時期と

なりました。ご家庭でもこまめな手あらいや正しいマスクの着用、体調管理についてご指導をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まだまだ感染症に注意 

 

１２月も感染予防の

ために教室では暖房と

空気清浄機・加湿器を

使用しながら、常時換

気をしています。 

下着を着用し寒さ対策

できる服装を心がけて

ください。 
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感染症対策のために手洗いはとても大事です。毎日色々なものを触る手には目に見えないばい菌がたく

さんついています。その汚れた手についたウイルスが口や目を通じて、体の中に入り込み、病気になって

しまいます。こまめに手洗いをしましょう。洗った後はきれいなハンカチで拭きましょう。 



 

 

 

 

 

 

今年も新型コロナウイルス感染症により、様々なことが制限され日々の生活の中でも気をつけなければならな

いことが多い１年でしたね。感染症に対してだけでなく、友達関係や学習面、生活習慣の乱れなどのストレスを

感じている人もいるのではないでしょうか。まだしばらく感染症に気をつけながら、小さなストレスを感じなが

らの生活が続きそうです。子どもたち自身がストレスとのつきあい方を学んでいくことが大切です。 

 

ストレスコーピング（ストレスとのつきあい方） 

本人ができること 

１． 心配なことや悩みがあるときに、周りの人に助けを求め、話を聞いてもらう。 

２． ストレス対処法を身につける。 

例えば･･･音楽をきく、好きな絵を描く、ぼーっとする、本を読む、テレビを見る、外で遊ぶ など 

    自分に合う、気持ちが良くなる方法をたくさん身につけておくと良いですね。 

 

周り（保護者・友人）ができること 

１． 解決のための具体的なアドバイスや手助けを行う。 

２． 気持ちにより添い、共感する。 

 

 

 

 

 

心の健康 

ウイルスを体にいれないために 

大人も子どもも、どんな時も寄り添い共感してくれると嬉しい気持ちになるものです。ど

んな気持ちでも共感され、受け入れてもらって初めて本当の気持ちを言ってみようかな･･

と、思うこともあります。２学期までの学校生活のことなど、ぜひご家庭でゆっくり話し

てみてください。 


